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 発行 広島牛振興協議会 編集・監修 広島県 

問合せ 広島県畜産課 TEL（082）513-3598 

 和牛施策の紹介 ～ 今年度の県の事業等のお知らせ ～ 

令和５年３月20日（月）、全農広島県本部三次家畜市場（三次市西酒屋町）において、

公益社団法人全国和牛登録協会の向井会長、穴田専務理事、山口部長をお招きし、令和４

年度和牛育種現地検討会が開催されました。 

向井会長から「今後の種牛性の改良では、分娩間隔の短縮や飼料効率性の向上が望まれ、

肉牛性の改良では、一価不飽和脂肪酸の改良が望まれる」と、お話を頂戴しました。 

また、県の基幹種雄牛「花勝百合」産子９頭で現畜調査を実施し、発育状況や特徴等の

確認を行いました。 

調査結果として、穴田専務理事や山口部長から「花勝百合」産子は、「発育良好で、深

み・伸びも良く、特に後方・背腰幅が良好で斉一性の高さが確認できた。積極な保留を進

めて頂きたい」と総括のコメントをいただきした。 

生産者の皆様におかれましては、ぜひ花勝百合の交配や保留の取り組みを行っていただ

くようお願いします。 

 令和４年度和牛育種現地検討会を実施しました！ 

令和５年度、県の和牛生産等に関する実施事業を紹介します。積極的な情報収集と事業の有効活用により、経営発展を目指しましょう。 

 

「生産性の高い持続可能な農林水産業の確立」を目指し、ひろしまブランドに貢献する広島和牛のブランド化の推進と生産性を高めた

持続性の高い企業経営体の確保・育成に取り組みます。 

持続可能な広島和牛生産体制の構築 

○ 本県の独自性を活かした付加価値向上の取組による広島和牛ブランドの強化 

・「比婆牛」がひろしまブランドに貢献する食の代表の一つとなるよう、これまでに策定した

ブランド戦略に基づき、高級飲食店での定期提供や比婆牛肉の食味分析を進め、比婆牛の

食べる場づくりの拡大，特徴の精度向上等を通し、更なるブランド力の向上を進めます。 

・この取組を県内外に広くＰＲするため、G7 サミット等を契機に首都圏及び県内にて広く広 

報活動を行い、比婆牛を始め広島和牛のブランド価値を全国的に発信します。 

○ 経営力向上による持続性の高い企業経営体の育成 

・事業承継・人材育成などの共通課題解決に向けた研修会、視察等を通じて課題解決を支援します。 

・畜産ＧＡＰ・ＨＡＣＣＰなどの考え方による生産工程管理の普及定着に向け、モデル経営体による導入を推進します。 

○ 生産基盤強化による広島和牛生産体制の構築 

・酪肉近代化計画や畜産クラスター計画等に基づく事業等を活用した生産基盤の強化・拡大を図ります。 

・県有種雄牛精液の人工授精及び産子の保留に対する支援を通じ、広島血統子牛の供給支援を図ります。 

・供給協定の取組の強化と酪農経営体への高受胎率卵の普及定着を進め、 

受精卵移植の受胎率向上の取組を推進します。 

・経営継承を希望する経営体の情報把握及び第三者への 

経営継承の仕組を構築し、既存の経営資源の有効活による 

維持拡大を図ります。 

・広島血統和牛の増頭と認知度向上に取り組みます。 

図 高級飲食店シェフによる料理と比婆牛のブランドブック（一部） 

【経営力向上による企業経営体の育成支援に関するお知らせ】 

この支援の一環として「先進経営視察研修」があります。 

常時雇用が行えるような企業経営体へ発展することを目指し、必要な知識の習得（座学）や先進経営体の現地視察を盛り込んだ研修です。 

座学では、経営発展に有効な『経営指針』や『経営計画』の作成を一から学べ、視察では農業経営体とともに、全国選りすぐりの先進経営体 

から直接そのノウハウを学ぶことができます！ 

「規模拡大にむけ色々な事例を知りたい！」「経営戦略を立て安定した経営を目指したい！」等、興味ある方はぜひ広島県畜産課までご連絡 

下さい。 連絡先：広島県畜産課広島和牛戦略担当 082-513-3598   （注意）研修のカリキュラムや費用等、留意事項があります。 

広島県重点推進事項 

三次家畜市場 現畜調査の風景です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発行 広島牛振興協議会 編集・監修 広島県 

問合せ 広島県畜産課 TEL（082）513-3598 

次回は、 

令和５年５月３１日発行予定！ 

広島和牛NEWSはWeb で閲覧できます！！⇒「広島和牛NEWS」で検索！ 

右の QR コードから広島和牛 NEWS ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰをご覧いただけます。iPhone の場合，標準ｶﾒﾗｱﾌﾟﾘをかざすだけで読取り可能です。 

インスタグラム フェイスブック

ンスタグラム 

インスタグラム、フェイスブックで広島和牛の話題を世界中に発信中！フォロー・いいね！お願いします！!(^^)! 

右の QR コードからご覧いただけ 

ます。iPhone の場合，標準ｶﾒﾗｱﾌﾟﾘ

をかざすだけで読取り可能です！ 

 Ｇ７広島サミット＠和牛魅力発信の取組！ 

★ 広島県からのお知らせ ★ 
～家畜改良増殖法に基づく立入検査が始まっています～ 

令和２年10月の法改正を受け、農林水産省（中国四国農政局）に

よる家畜人工授精所への立入検査が義務化されました。 

 広島県内では、令和４年12月中旬から本格的な立入検査を実施し

ていますが、高病原性鳥インフルエンザが発生したため、計画を一部

見直して実施することとしています。今後、該当する家畜人工授精所

の方には、県から日程調整の連絡をさせていただきます。 

令和５年３月29日（水）、県は、G7広島サミット関連イベントとし

て、首都圏メディアの方を対象に「比婆牛おもてなし発表会」を開催しま

した。 

県は、来る 5 月 19 日から 21 日にかけて開催されるＧ７広島サミッ

トを控え、各国の代表団の方を「おもてなし」するための様々なコンテン

ツを準備しています。その中で「ひろしまの食を世界に」プロジェクトに

おいて、広島の多彩な食資産を磨きあげ発信していくことで、広島の知

られざる食の魅力を PR することとしています。 

その第 1弾として、「比婆牛」が取り上げられ、湯崎英彦広島県知事と

元プロサッカー選手で広島県出身の槙野智章さんを迎え、全国和牛能力

共進会で 2 大会連続日本一を獲得したという歴史や、オレイン酸含量が

高く、融点の低い脂の特徴等を PR しました！またこの魅力を体験して

いただけるよう、広島市の高級肉割烹「まさ㐂」の平賀シェフに「未体験

の比婆牛おもてなしフルコース」を開発いただき、3/30（木）～4/28

（金）の期間限定の特別メニューとしてお披露目されました！ 

お披露目会では、フルコースの先付「比婆牛ももと頭崎米の蒸し煮」が

供され、槙野さんからは、「芳醇な牛肉の香りと上質な脂でとても美味し

い。お肉は昔から大好きで、今度広島に帰る予定があるので、是非また食

べたい」と絶賛いただきました！ 

知事は、「まだまだ希少な食材ですが、広島伝統の食材であり、県の魅

力を伝えるうえで重要な存在です。県外の方も是非、広島県に来て召し

上がっていただきたい」とアピールされました。 

メディア等を通じた発信で、県内外での比婆牛を始め、広島和牛の更

なる認知度向上が期待されます！ 

槙野さん、平賀シェフ、湯﨑知事により盛大に PR できました！ 

≪未体験の比婆牛おもてなしフルコースメニュー≫ 

【先付】比婆牛ももと頭崎米の蒸し煮 
・冷製比婆牛料理の低温蒸し 
・東広島産のお米と低温蒸しにぬる燗のお酒で比婆牛の脂身を溶かして口ど

けをお楽しみいただけます。 
【椀物】広島和牛元就の桜香仕立て 
【小鉢】比婆牛ヒレと広島サーモン広島菜巻き 
【炭焼】比婆牛ラムイチと筍の木の芽焼き季節の酒肴盛り合わせ 
【煮物】広島和牛元就ロースとクレソン 女鹿平舞茸の餡掛け 
【酢物】比婆牛スネ煮凝りと撫子トマトの胡麻酢和え 
【食事】広島和牛の肉寿司（留椀）お味噌汁／（水物）季節の物 

知事トップセールス『比婆牛でおもてなし発表会』 
 

フルコース料理の写真 たたら製鉄と特注台座による比婆牛料理 

『Hiroshima Gyu７』プロジェクトスタート！ 
 

セリ場は，飲食店のシェフなど多くの見学者とマスコミで大盛況でした 

≪家畜を飼養・管理している皆様へ≫ 家畜伝染病予防法に基づく定期

報告書（提出期限４月 15日）を提出いただきありがとうございます。 

☆詳しくは、広島県ホームページで「飼養衛生管理基準」で検索、ま

たは、最寄りの畜産事務所にお問い合わせください。 

令和５年４月11日（火）、広島市中央卸売市場食肉市場では、生産者団

体等が主催するＧ７広島サミット応援企画「Hiroshima Gyu７」（ひろしま

ぎゅうせぶん）プロジェクトの開始宣言が行われ、第一弾の取組として、

飲食店等のシェフなどを招いた食肉市場見学会と広島和牛の試食会が行

われました。 

この取組は、Ｇ７広島サミットで広島に国内外から多くの観光客に広島

和牛を堪能できる環境づくりを進めるため、生産者、卸売業者、流通業界

が団結して、取扱店舗の拡大、テレビ・ＳＮＳでの情報発信、和牛プレゼ

ントキャンペーンなど７つの取り組みが計画されています。 

新型コロナウイルス感染症とウクライナ情勢のダブルパンチで、観光客

が激減し外食業が痛手を受け、輸入飼料・資材が調達困難になるとともに、

円安も加え、あらゆるものが高騰する中で、大変厳しい情勢が続いていま

す。Ｇ７広島サミットはそのような情勢の中で千載一隅のチャンスとい

え、歴史と伝統のある広島和牛が広島を代表するグルメになることを目指

し、業界関係者がワンチームとなり取り組んで行くものといえます。 

この取組を主宰する広島食肉市場出荷者組合理事長の馬上さんは、「こ

の絶好の機会を通じて、県内はもちろん県外国外から広島に来られた方に

食べたいと指名頂ける牛肉をめざし、国内外のメディアの印象に残るよう

頑張りたい」と熱い決心あるコメントをいただくことができました。 

世界各国に広島和牛のファンを増やし、広島和牛を選んでもらえる契機

として、官民一体となって広島サミットを盛り上げる取り組みのひとつと

して、今後の活動が期待されます。 


